





















































































































































































































　　　　　　　　　　　4π2　 　　　　 　 　 R3　・・・・・・・・・・・…　一・・・・・・・・・・・・…　一・・・・…　一…　。t・・・・…　。・・…　（27）　　　　　　　　Tl’＝　　　　　　　　　　　k　　ll
だから，
　　　　　　　　G鴛アー（－ll　．．　）3…一…・……一…一・…………一…・（28）
　これを使えば
　　　　　　　　嬰・一．1（7「PL－T“）2／3…一・・…一…………………………（29）
を得る。
　Tが与えられれぽαもEも定まるので，tそれを第2表に示した。ただしその場合に，
　　　　　　　　欝謬：野｝一一瑚
とした。したがつて
　　　　　　》虜三鮮響ご｝一一⑳
である。．
　　　　　　　　　　　　　　　　　第2表
　　T　　　　　　a　　　　　a－R　　　　　E　　　　　　T　　　　　　a　　　　　a－R　　　　　E
　（min）　　　（km）　　　（km）　　（kcal／g）　　（min）　　　（km）　　　（km）　　（kcal／g）????6453
6503
6553
6603
6652
6701
6750
82
132
182
232
281
330
379
7．57
7。63
7．69
7．74
7．80
7．85
7．90
?【??????6799
6848
6897
6945
6993
7041
7089
428
477
526
574
622
670
718
7．95
8．00
8．05
8，10
8．14
8．19
8．24
（216）
人工衛星の軌道特性
　T
（min）
?????????
（km）
???????????
???（
????? ?? ??
　E
（kcal／9）
????
　T
（min）
??
（km）
　7969
　8014
　8059
　8103
　8148
　8192
　8237
　8281
　8325
　8369
　8413
°8457
　8500
　8544
　8587
　8631
　8675
　8717
???（
6．特殊な軌道
?????????
　E
（kcal／9）
????
6・1円　軌道
　離心率の式を書き直すと
　　　　　　　　e2　・・　sin2　B。＋（X－1）2cos2β。
となる。円軌道では，e・・Oでなければならないから，
　　　　　　　　βo　＝OでX＝1・・……・…・・…・・…………・・……・・……・…・・〈32）
が・そのための，必要にして充分な条件である。
X＝1から，半径r。の円軌道を描くに必要な速さv，。が得られる。
　　　　　　　　鳩・一塩……………・一…一………一……………………（33）
　このVsoを使えば，まえのXは
　　　　　　　　Xロ垢／鴫o…………・・…・………・……・…………・………………（34）
のようにも表わせる。
　なお，X・・2のときは，β。にかかわらずe＝　1であつて，軌道は放物線になる。この場合
の遠さを脱出速度といい，VE。で表わす。
　　　　　　　　　，　　2た　　　　　　　　〃加＝。。…’…’’’”……”…’……”°…°…’”°（35）
（217）
　　　　　　　　　　　　明治大学工学部研究報告　No，14
したがつて一般に
　　　　　　　vπ＝1／了　　Vs　・・・・・…　一…　一・…　一・・一・・・・・・…　一・…　■ny・・・・・…　■一・・・・・…　（36）
第3表に，v，とVEとを高度Hに対して示した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　第　3　表
H
（km）
　0
200
300
400
500
600
700
800
　Vs
（km／sec）
　7．909
　7，788
　7，729
　7．672
　7．616
　7．561
　7．507
　7．455
　　VE
　（km／sec）
　　11．185
　　11．014
　　10．930
　　10．850
　　10．771
。　　10．693
　　10．616
　　10。543
H
（km）
　900
　1000
　1100
　1200
　1300
　1400
　1500
　1600
　Ve
（km／sec）
　7．403
　7．353
　7．303
　7．255
　7．208
　7．161
　7．116
　7．071
　VE
（km／sec）
　10．469
　10．399
　10．328
　10．260
　10．194
　10．127
　10．063
　10．000
6・2βo＝0の場合
　このときは，（13）から
　　　　　　　　e・・＝±（X－1）
を得る。
　X＜1であれぽ，e・＝1－Xとなり，
　　　　　　　　舞一・・’一究…2哉一4孝1・…・・……………………・・〈・7）
　X＞1であれば，e＝X－1となり
　　　　　　　　㌃一一、告一｝圭1・一勿一一・一……・……・一・…一…（38）
　すなわち，X＜1のときは，出発点（r＝r。）が遠地点になり，X＞1のときは近地点にな
るわけである。
　なお，出発点が遠地点になつている場合に，その近地点までの距離が地球半径より大きい
ためには，（37）から
　　　　　　　　煮％＞R
肇形すれば
　　　　　　　　　、＋茎くX＜1…………・・……一…・…・・………一…・・〈39）
の条件を得る。あるいは，r。の代りに，地表からの高さH。を使えば（ro＝R＋H。），
　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　耳嘉くX〈1°°’°’…°°…’…”°”’…’…”《4°）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（218）
　　　　　　　　　　　　　　人工衛星の軌道特性
　6・3　X＝1の場合
　このときは，（17）から
　　　　　　　　α＝re－・…　一・・…　一・・…　一・…　一・・一・・・・・・・・・・・・・・・…　一・・・・…　。・・・…　一・…　（41）
を得る。したがつて，出発点は，ちようど短半径の頂点に
なつている。また，（13）と（14）とから
　　　　　　　　畠繋鵡｝…………・・〈42）
を得る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　したがつて　9－一穿＋β・である。
　なお（17）からは，X＜1であればa＜ro，　X＞1であれ
ばα＞roということがわかる。したがつて，出発点から地
球中心を見ると，X＜1ならば，それは楕円の遠い方の焦
点になつており，X＞1ならば，近い方の焦点になつてい
る。
第　5　図
（219）
